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　去る令和５年９月 15 日、内閣総理大臣官邸において、令和５年防災功労者内閣総理大臣表彰式が執り行
われました。
　この表彰は、『「防災の日」及び「防災週間」について』（昭和 57 年５月 11 日閣議了解）に基づき、災害
時における人命救助や被害の拡大防止等の防災活動の実施、平時における防災思想の普及又は防災体制の整
備の面で貢献し、特にその功績が顕著であると認められる団体又は個人を対象として行われるもので、全体
で 11 個人及び 37 団体が受賞しました。
　国土交通省水管理・国土保全局関係では、水防活動、土砂災害防止活動、緊急災害対策活動（TEC-FORCE
による被災自治体支援活動）に著しい功績があったとして、下記の方々が表彰されました。（国土交通省関
係の受賞者は１個人及び 15 団体）

（１）水防活動関係・・・12 団体
［災害現場での顕著な防災活動］
（令和４年７月 14 日からの大雨）

・大
お お さ き し

崎市消防団 ＜宮城県＞
・涌

わくやちょう

谷町消防団 ＜宮城県＞
・美

み さ と ま ち

里町消防団 ＜宮城県＞
（令和４年８月３日からの大雨）

・鶴
つ る た ま ち

田町消防団 ＜青森県＞
・弘

ひ ろ さ き し

前市消防団 ＜青森県＞
・大

お お だ て し

館市消防団 ＜秋田県＞
・村

む ら か み し

上市消防団 ＜新潟県＞
・小

こ ま つ し

松市消防団 ＜石川県＞
（令和４年台風第 14 号）

・由
ゆ ふ し

布市消防団 ＜大分県＞
・ 都

みやこのじょうし

城 市 消防団 ＜宮崎県＞
（令和４年台風第 15 号）

・磐
い わ た し

田市消防団 ＜静岡県＞
・島

し ま だ し

田市消防団 ＜静岡県＞

　我が国は、地形、気象等の自然条件が厳しく、毎年のように豪雨や台風による洪水、土砂災害が全国各地
で発生しています。昨年は、令和４年７月 14 日からの大雨や、令和４年８月３日からの大雨、令和４年台
風第 14 号及び第 15 号などにより甚大な被害が発生しております。
　このような社会状況の中、各団体の皆様におかれましては、日頃より積み重ねた経験と長年培ってきた訓
練の成果を十分に発揮して、豪雨等の悪条件の下、特に困難な状況の中、率先して水防活動、土砂災害防止
活動、災害対策活動に従事され、人命の安全確保や被害の軽減、被災地の早期復旧に向けた緊急排水活動や
高度な技術指導等に取り組まれるなど多大な貢献をされました。
　また、海堀正博氏は、砂防学会の要職を歴任されたほか、国土交通省や広島県の数多くの土砂災害に関す
る委員会等に参加されるなど、長年にわたり広く防災体制の整備において多大な功績をあげられました。
　受賞された皆様のご功績とご労苦に対し、心から敬意を表しますとともに、深く感謝申し上げる次第です。

令和5年防災功労者内閣総理大臣表彰について

国土交通省水管理・国土保全局河川環境課水防企画室
防災課災害対策室
砂防部砂防計画課

（２）土砂災害防止活動関係・・・１個人及び１団体
［防災体制の整備］

　　・国立大学法人広島大学　名誉教授
　　　海

かいぼり

堀　正
まさひろ

博 ＜広島県＞
［災害現場での顕著な防災活動］
（令和４年８月３日からの大雨）

　　・村
む ら か み し こ い わ う ち く

上市小岩内区 ＜新潟県＞

（３）緊急災害対策活動関係
（TEC-FORCE による被災自治体支援活動）・・・２団体

［災害現場での顕著な防災活動］
（令和４年８月３日からの大雨・ 令和４年台風第 14 号）

・国土交通省 緊急災害対策派遣隊
（令和４年８月３日からの大雨 ）

・国立研究開発法人土木研究所 緊急災害対策派遣隊
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受賞者記念撮影

岸田総理大臣から海堀広島大学名誉教授への表彰状授与岸田総理大臣から村上市消防団  大竹団長への表彰状授与
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令和5年度　九州地方治水大会

と　き：令和5年10月 5日（木）
ところ：パシフィックホテル沖縄　万座の間

■記念講演

「沖縄の気象と大雨災害の被害軽減に向けた最近
の取り組み」
講義内容は省略させていただきます。

■主催者挨拶

はいさい、ぐすーよー、ちゅーうがなびら。

本日は、令和５年度九州地方治水大会を開催い
たしましたところ、大変お忙しい中、国会議員、
内閣府、国土交通省の皆様方、そして九州・沖縄

令和 5年度　九州地方治水大会　次第

記念講演　『沖縄の気象と大雨災害の被害軽減に向けた最近の取り組み』

沖縄気象台　次長　計盛　　正博

（敬称略）

開　会	 	

主催者挨拶	 沖縄県知事	 （代読）土木整備統括監　砂川　　勇二

	 全国治水期成同盟会連合会会長	 脇　　　雅史

座長推挙	 沖縄県治水協会会長（うるま市長）	 中村　　正人

来賓祝辞	 衆議院議員	 金城　　泰邦

	 参議院議員	 伊波　　洋一

	 参議院議員	 髙良　　鉄美

	 九州地方整備局局長	 森戸　　義貴

	 内閣府沖縄総合事務局次長	 河南　　正幸

来賓紹介・祝電披露

講　義	 国土交通省水管理・国土保全局治水課長	 奥田　　晃久

	 九州地方整備局河川部長	 浦山　　洋一

	 沖縄総合事務局開発建設部技術管理官	 松下　　一樹

意見発表	 西原町長	 崎原　　盛秀

大会決議	 沖縄県治水協会副会長（本部町長）	 平良　　武康

次期開催県挨拶	 鹿児島県土木部次長	 木佐貫　浄治

閉　会

沖縄気象台　次長
計盛　正博

沖縄県知事（代読）
土木整備統括監
砂川　勇二
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各県から関係者の皆様方に多数ご参加いただき、
厚くお礼申し上げますとともに、皆様方を心から
歓迎申し上げます。
さて、近年の自然災害は、地球温暖化に伴う気

候変動の影響により激甚化・頻発化しており、毎
年のように日本各地で甚大な被害が発生しており
ます。
今年は、６月下旬から７月上旬にかけて九州北

部を中心に線状降水帯が相次いで発生し記録的な
豪雨となり、また、８月には台風第６号が九州沖縄
地方を長期間にわたり迷走し、河川の氾濫、土砂
災害等が発生し甚大な被害に見舞われております。
このため、自然災害の脅威から人命・財産を守

るため、防災・減災、国土強靱化への取り組みを
推進することが喫緊の課題となっております。
このようななか、本日、治水事業に携わる皆様が、

一堂に会し住民の生命、財産を守るため治水対策
について議論されますことは、誠に意義深いこと
と考えております。
本県は、昨年、本土復帰 50 周年を迎え、新た

に今後 10 年の県勢発展の方向性を示した「新・
21 世紀ビジョン基本計画」を策定し、「あらゆる
リスクに対応する安全・安心な島づくり」を基本
施策の一つに掲げ、危機管理体制の強化、大規模
災害等に備えた強くしなやかな県土づくり、安全・
安心に暮らせる地域づくりに取り組んでいるとこ
ろであります。
さて、本県は、かつて「琉球王国」として、周

辺諸外国との交流により栄え、来訪者をもてなす
情に厚い土地柄であります。
王国の象徴であった首里城は令和元年 10 月の

火災により焼失してしまいましたが、全国の皆様
方からの温かいご支援により、現在復興に向けて
歩み出しております。この機会に、是非、多くの
皆様に復興途中の首里城をはじめ、本県の豊かな
自然、沖縄グルメなどを満喫していただければ幸
いに存じます。
結びに、九州地方の治水事業の着実な推進と、

ご出席の皆様方の益々のご健勝並びにご活躍を祈
念申し上げ、挨拶といたします。

一言ご挨拶を申し上げます。
本日、九州地方治水大会・沖縄大会を開催いた

しましたところ、皆様には、多数ご参集いただき、
誠にありがとうございます。
このように盛大に大会が挙行できますことは、

大変に意義深く、皆様のご支援、ご協力に対して
心より感謝を申し上げます。
ご承知のとおり、近年、気候変動の影響により、

全国各地で豪雨災害が激甚化・頻発化しており、
九州・沖縄地方においても６月下旬から７月上旬
にかけての梅雨前線豪雨により、また、８月には
台風第６号により、７月及び８月の平年降水量を
上回るなど、記録的な大雨となり、筑後川流域な
ど各地で河川の氾濫、土砂災害等が発生しました。
とりわけ沖縄地方においては、台風 6号が迷走し
たことにより、那覇空港を発着する便が欠航し、
海の便は、沖縄本島と周辺離島を結ぶ路線が欠航
するなど、県民をはじめ観光客への影響が長期化
しました。
改めまして、本年の豪雨災害等により、お亡く

なりになられた方々に対して、謹んで哀悼の意を
表しますとともに、被害に遭われた方々に心より
お見舞い申し上げます。
このような、豪雨災害から国民の命と暮らしを

守るためには、治水対策の抜本的強化が急務であ
りますが、国土交通省をはじめとした政府におか
れましては、令和２年１２月に閣議決定された「防
災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」
により、河道掘削及び築堤並びにダムの建設及び
再生等の整備を強力に推進していただいており、
着実にその効果を発揮しています。
また、これらの河川管理者主体による治水対策

に加え、集水域から氾濫域にわたる流域のあらゆ
る関係者の協働により取り組む「流域治水」の取
組を加速化・深化させ、国土強靭化を着実に推進
することが、喫緊の課題であります。

全国治水期成同盟会連合会会長
脇　雅史



11

令和５年 10月 30日発行 第 828号

さらに、治水事業の現場を担う、地方整備局
等の計画的な組織及び定員の拡充並びに TEC-
FORCE の体制機能の充実及び強化を図る必要も
あります。
本年６月には改正国土強靭化基本法が成立し、

「５か年加速化対策」後の中期計画が法定化される
こととなりました。全水連といたしましては、「５
か年加速化対策」後も、中長期的かつ明確な見通
しのもと、必要な予算・財源が継続的かつ安定的
に確保され、国土強靭化が着実に推進されるよう、
全国７地方で開催する治水大会を通じ、全国の治
水関係者の皆様の意見を集約して参ります。そし
て、11月 9日に治水事業促進全国大会を東京で開
催し、皆様の総意を国会並びに政府に要請するこ
ととしております。
今後とも、ご参集の皆様のご協力を頂き、治水・

利水事業促進運動を強力に展開していく所存であ
りますので、引き続きのご支援・ご協力をお願い
いたします。
結びに、九州地方治水大会・沖縄大会を開催す

るに当り、格別のご高配を賜わりました沖縄県を
はじめ、関係の皆様にお礼を申し上げますと共に、
本日ご参集の皆様のご健勝とご活躍を祈念いたし
まして挨拶といたします。

■座長推挙

■来賓祝辞

お祝いのご挨拶をいただきました。

お祝いのご挨拶をいただきました。

お祝いのご挨拶をいただきました。

本日は、全国治水期成同盟会連合会並びに沖縄
県をはじめとする関係各位のご臨席のもと、令和
５年度九州地方治水大会が、このように盛大に開
催されますことを、心からお慶び申し上げます。
また、本日ご列席の皆様方におかれましては、

九州地方整備局が進めております治水事業をはじめ
とする国土交通行政につきまして、平素より格別
のご理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。

参議院議員
伊波　洋一

沖縄県治水協会会長
うるま市長
中村　正人

衆議院議員
金城　泰邦

参議院議員
髙良　鉄美

九州地方整備局局長
森戸　義貴
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ご承知のとおり、我が国は自然災害に対して極
めて脆弱な国土条件であり、特に九州・沖縄にお
きましては、これまでに整備を行った治水施設が
効果を発揮する一方で、近年、地球温暖化に伴う
気候変動の影響が顕在化してきております。
今年度は６月下旬から７月上旬にかけて九州北

部を中心に線状降水帯が相次いで発生し記録的な
豪雨となり、筑後川流域など各地で河川の氾濫、
土砂災害等が発生し、平成 29 年の九州北部豪雨
から７年連続で甚大な浸水被害が発生するなど、
水害や土砂災害が頻発・激甚化している状況でご
ざいます。また、８月には台風６号が九州・沖縄
地方を長期間にわたり迷走し、河川の氾濫、土砂
災害等が発生しました。
我々としましては、「防災・減災、国土強靱化

のための５か年加速化対策」の予算を活用しつつ、
計画的に河川事業、ダム事業、砂防事業を進めて
いくとともに、「流域治水プロジェクト」に則り、
関係自治体の皆様としっかり連携して流域治水を
進めて参りたいと考えております。今後の取組に
あたり、皆様の一層のご支援・ご協力をお願い申
し上げます。
最後になりますが、伝統ある九州地方治水大会

のさらなるご発展と、本日ご列席の皆様方のご健
勝を心より祈念いたしまして、挨拶とさせていた
だきます。

ただいまご紹介いただきました、沖縄総合事務
局次長の河南でございます。
令和 5年度九州地方治水大会が、本日ここに盛

大に開催されますこと、誠におめでとうございま
す。本日はお招きいただき、祝辞を申し上げる機
会を頂きましたので、壇上の高いところから恐縮
でございますがひとことご祝辞を申し上げます。
今年も災害が各地で発生しており、ここ沖縄で

も台風６号の影響により、高潮による越波や内水
氾濫、がけ崩れなどの災害が各所で発生しました。

また、長時間の暴風により停電が長期化し、これ
に伴って水道施設が停止、断水するなど、生活へ
も大きな影響が生じました。九州でも、6月 30日
からの大雨など水災害が続き、各地で土砂崩れや
浸水等の被害が発生したと承知しております。
本大会が推進を提唱する治水事業は、人命と財

産を守る地域の礎となるものであり、住民生活の
安定と地域の発展のために計画的かつ着実に推進
することが重要です。
沖縄総合事務局では、沖縄県とともに利水や治

水を目的としたダムの建設に昭和 47 年の本土復
帰以降取り組んでまいりました。50年を経て、国、
県が整備したダムは沖縄県に 16 基あり、渇水の
危険性は格段に改善されましたし、ダム下流にお
いては以前と比べて浸水被害が少なくなっていま
す。一方、沖縄県では河川改修率はまだ低い状況
であり、引き続き着実に取り組むことが必要です。
取り組みにあたっては、気候変動の影響による

水災害の激甚化、頻発化等を踏まえ、河川改修を
一層加速するとともに、あらゆる関係者が主体と
なって連携して治水に取り組む流域治水の取り組
みが求められております。
今年の台風６号では、沖縄本島の南を通過し、

先
さきしま

島まで到達した上で再度戻って来て沖縄本島の
北を通過するというこれまでに無い動きをしてお
り、これも気候変動に伴う影響が顕在化しつつあ
る一つの兆しでないかと心配しているところです。
こういった感覚は、本大会に参加されている皆様
も感じておられるのではないかと思います。
沖縄県でも今年から流域治水ブロック会議を開始

したところであり、今後、各流域において流域治
水の取り組みが促進されることを願っております。
このような中で、本日このように九州・沖縄の

治水事業に携わる関係者が一堂に会し、意見交換
を行うことは、大変意義深いと感じております。
開催にあたり尽力されました、全国治水期成同盟
会連合会、ならびに沖縄県関係者の皆様に敬意を
表しますとともに、本大会が治水事業への意識醸
成の場となりますこと、また、治水事業の必要性
が広く喚起されますことを祈念いたしまして、私
の祝辞とさせていただきます。
本日はよろしくお願いいたします。

沖縄総合事務局次長
河南　正幸
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■講義

「最近の治水事業に関する話題」
内容は省略させていただきます。

「九州における治水に関する最近の話題」
内容は省略させていただきます。

「沖縄における治水に関する最近の話題」
内容は省略させていただきます。

■意見発表

「小波津川再生による文教のまちづくり」
小波津川の河川整備とまちづくりについて意見

発表いただきました。

■大会決議

下記の大会決議案を読み上げ提案の後、大会決
議が承認されました。

令和５年度　九州地方治水大会　決議
１　気候変動による水災害の激甚化・頻発化に対
応するため、国や流域自治体、企業・住民等、
あらゆる関係者が協動し、治水対策や浸水被害
軽減対策などの流域対策、住まい方の工夫、避
難に関する情報提供などのまちづくり・ソフト
施策を総合的かつ多層的に取組む「流域治水」
を加速化・深化させること。

２　全国的に頻発する大規模水害や切迫する南海
トラフ巨大地震、大型化する台風等による高潮
被害など、様々な自然災害に備えるため、現下
の物価高騰に伴い資材価格等が上昇している中
でも、必要な事業量を確保し、計画的な事業執
行ができるよう、当初予算において、必要な治
水関係予算を大幅に増額するとともに、補正予
算についても昨年度以上の予算を確保すること。
さらに、「防災・減災、国土強靱化のための５か
年加速化対策」を引き続き推進するとともに、
当初予算においても別枠による予算を安定的・
継続的に確保すること。併せて５か年加速化対
策後も、引き続き、通常の治水事業予算とは別
枠で国土強靱化に必要な予算を計画的・安定的
に確保すること。

３　今後想定される大規模災害に備え、地方自治
体の財政負担を軽減し、対策の強化を図るため、
緊急自然災害防止対策事業債、緊急浚渫推進事
業債などの地方債制度の継続や拡充など、必要
な財源措置を講ずること。

４　５か年加速化対策を計画的に推進するため、

九州地方整備局　河川部長
浦山　洋一

西原町長
崎原　盛秀

沖縄総合事務局開発建設部
技術管理官
松下　一樹

沖縄県治水協会副会長
本部町長
平良　武康

国土交通省水管理・国土保全局
治水課長
奥田　晃久
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事業計画策定に必要な調査・設計など多額の地
方単独費を要する業務について、補助・交付金
や地方債充当の対象とするなど、地方財政措置
の拡充を図ること。

５　近年の大規模な洪水により甚大な被害を受け
た河川について、災害復旧関連事業など再度災
害防止対策に必要な予算を確保すること。また、
災害復旧事業による砂防堰堤などの緊急除石や
河川における洪水後の流木等の処理が行えるよ
う制度の拡充等を図ること。

６　今後老朽化した河川管理施設等が急増する状
況に対応するため、持続可能なインフラ長寿命
化計画に基づくインフラメンテナンスサイクル
により、計画的な修繕・更新による老朽化対策
を推進することが必要であり、地方財政措置の
拡充や補助事業の採択基準の緩和、国費率の嵩
上げなど支援策を強力に推進すること。

７　流域治水を推進するため、気象予測等を活用
した河川の水位予測やダム運用の高度化、河川
の維持管理業務の高度化・効率化など、災害リ
スク軽減に向け、デジタル技術を活用した流域
治水ＤＸの強化を図ること。

８　安定的な水の供給や河川の維持流量確保のた
めに水資源開発を強力に推進すること。加えて、
異常渇水に備えて、既存の水資源開発施設等を
最大限に活用する水系総合運用等の対策を講じ
ること。

９　頻発する水災害に対する早期復旧 ･復興を図
るため、災害復旧及び再度災害防止を徹底する
とともに、大規模災害への危機管理対応として、
九州地方整備局や内閣府沖縄総合事務局開発建
設部が中心となって広域的・機動的な危機管理
体制を充実させるなど、国が主体的な役割を積
極的かつ強力に発揮すること。

10　九州地方の豊かな自然、美しい景観、歴史と
文化に根ざした魅力ある水辺空間や地域の賑わ
い拠点の創出等、自然共生地域づくりとして、
かわまちづくり・自然再生及び多自然川づくり

を推進すること。

11　被災直後の迅速な支援を実施する TEC-
FORCE（緊急災害対策派遣隊）の円滑な自治体
支援のため、さらには来年度より水道事業が国
土交通省に移管されることを踏まえ、九州地方
整備局や内閣府沖縄総合事務局開発建設部の体
制・機能の充実・強化を図ること。

12　流域治水の旗振り役を担うため、また着実な
治水対策の実施、自治体への支援、危機管理の
充実など、これらの遂行に支障を来すことが危
惧されるため、九州地方整備局や内閣府沖縄総
合事務局開発建設部の組織・人員の大幅な拡充
など必要な体制確保を図ること。

以上、決議する。
　令和５年 10月５日

九州地方治水大会

■次期開催県挨拶	

次期開催県を鹿児島県に決定し、土木部次長に
ご挨拶いただきました。

鹿児島県土木部次長
木佐貫　浄治


